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C o n t e n t s　　　主な内容令和３年（2021年）
9月15日発行

令和3年
6月定例会・8月臨時会

第 63 号

コロナ禍ではありますが、「子どもたちの活動は最大限保障する」という考えの
もと、できる限りの行事を行ってきました。内容や方法が変わっても、さすが
柏木っ子。「夢に向かってねばり強く自ら学ぶ」子どもたちの活躍する場面が
随所に見られ、どの顔も達成感・充実感に満ち溢れていました。

［本会議］ ６月４日・18日　議案審議
　　　　 ６月14・15・16日　一般質問

［常任委員会］
６月９日　総務企画・建設経済

［本会議］ 
８月２日　議長選挙・各委員会委員の選任・議案審議

6月定例会（6/4～6/18…15日間）

8月臨時会（8/2…1日間）

平川市立柏木小学校のみなさん
令和にかがやく 平川市のたからもの

市
議
会
だ
よ
り

ひ
ら
か
わ

学校の
先生より



議
員
平
川
市
営
住
宅
管
理

条
例
第
５
条
に
、
災
害
に
よ

り
住
宅
を
滅
失
し
た
者
は
、

公
募
を
行
わ
ず
市
営
住
宅
に

入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
災
害
に
よ
る
住
宅
の
滅
失

を
理
由
に
、
公
募
を
行
わ
ず

市
営
住
宅
に
入
居
し
た
例
は

あ
る
か
。

答
平
成
21
年
に
１
件
の
実

績
が
あ
り
ま
す
。

議
員
今
年
の
春
に
は
平
川

市
内
で
２
件
の
火
災
が
相
次

い
だ
が
、
火
災
等
で
住
宅
を

失
っ
た
市
民
か
ら
の
希
望
が

あ
っ
た
場
合
、
市
営
住
宅
に

入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

答
火
災
等
で
住
宅
を
失
っ

た
場
合
に
お
い
て
も
、
収
入

要
件
な
ど
市
営
住
宅
の
入
居

者
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

条
例
第
５
条
は
あ
く
ま
で
、

公
募
を
行
わ
な
い
と
い
う
例

外
を
認
め
る
も
の
で
す
。

議
員
市
営
住
宅
は
公
共
用

の
行
政
財
産
で
あ
る
。
地
方

自
治
法
に
よ
れ
ば
、
行
政
財

産
は
本
来
の
用
途
又
は
目
的

を
妨
げ
な
い
限
り
、
目
的
外

使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

平
川
市
で
も
火
災
等
に
伴
う

市
営
住
宅
の
一
時
使
用
許
可

の
取
扱
い
要
綱
等
を
作
成
す

る
な
ど
し
て
、
火
災
等
で
住

居
を
失
っ
た
市
民
が
市
営
住

宅
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

原
はら
田
た
　淳

あつし
 議員

被災者の
市営住宅使用

平川市の今とこれから

一般質問

区分 質 問 事 項 質問議員 ページ

市
の
姿
勢
・
ま
ち
づ
く
り

奨学金の返還徴収 原田　　淳
市税等の口座振替の問題 葛西　勇人
成人式 工藤　貴弘
町会要望への対応 齋藤　　剛
窓口業務の改革 長内　秀樹 P.5
奨学金返還支援制度 中畑一二美
議会改革 佐藤　　保

産
業
・
観
光

平川ねぷたまつり中止
のプロセス 葛西　勇人

市内飲食店の感染防止対策 葛西　勇人
猿賀公園の維持管理 工藤　竹雄
国道102号周辺整備 齋藤　　剛 P.5
果樹産業振興方針 長内　秀樹
鳥獣被害対策 佐藤　　保

教
育
・
福
祉
・
医
療

被災者の市営住宅使用 原田　　淳 P.2
新型コロナワクチン予
約方法 葛西　勇人 P.3

サッカー場の新設 葛西　勇人
学習支援員・学校ＩＣ
Ｔ支援員 工藤　竹雄 P.3

ヤングケアラー支援 工藤　貴弘 P.4
生活保護行政 齋藤　律子 P.4
感染防止対策 齋藤　律子
尾上地域予約型乗り合
いタクシー 齋藤　律子

子どもの国保税均等割減免 齋藤　律子
金田小学校の改築 長内　秀樹
新型コロナ対策 中畑一二美
子育て支援 中畑一二美
肺炎球菌ワクチン予防接種 中畑一二美 P.6
ヘルプマーク・ヘルプカード 中畑一二美
介護保険制度 佐藤　　保 P.6

　平川市のいろいろな課題等について、
議員が市に考えを聞くのが一般質問。全
質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに
１項目を抜粋・要約してお知らせします。

詳細は平川市議会
会議録へ

今回は9名の議員が質問しました

市営住宅への入居は原則として公募により決定します。

住宅を失った人に
使用許可を

ひらかわ市議会だより 第63号 2



次
の
ペ
ー
ジ
も

市
に
考
え
を
聞
く 

一
般
質
問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
／
生
活
保
護
行
政

国
道
１
０
２
号
周
辺
整
備
／
窓
口
業
務
の
改
革

議
員
当
市
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
予

約
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市

民
か
ら
電
話
が
つ
な
が
ら
な

い
と
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
市

の
集
団
検
診
の
よ
う
に
、
市

民
の
接
種
日
程
を
市
側
で
決

定
し
て
通
知
し
、
接
種
を
し

な
い
方
や
予
定
を
変
更
し
た

い
方
の
み
電
話
連
絡
を
す
る

方
法
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
が
市
民
の
意
向
を
確

議
員
学
習
支
援
員
は
、
個

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導

を
充
実
さ
せ
る
た
め
重
要
な

役
割
を
担
う
と
考
え
る
が
、

当
市
で
は
ど
の
よ
う
な
人
材

を
任
用
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う

に
出
て
い
る
の
か
。

答
学
習
支
援
員
は
教
員
免

許
取
得
者
を
計
19
名
任
用
し

て
い
ま
す
。
主
に
授
業
中
、

つ
ま
ず
き
が
ち
な
子
ど
も
に

認
す
る
こ
と
な
く
接
種
の
日

程
を
決
定
す
る
と
、
本
来
は

任
意
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
強
制
的
な
も
の
と
受
け
取

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
始
ま
る
12
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
接
種
で
は
学

生
や
仕
事
を
し
て
い
る
人
が

多
く
、
日
程
変
更
の
手
続
等

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
市
側
で
接

種
日
程
を
決
定
す
る
方
法
を

取
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

声
を
か
け
て
ヒ
ン
ト
を
与
え

る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち

の
面
や
、
学
級
担
任
の
負
担

軽
減
と
い
う
点
で
大
き
な
助

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が

急
激
に
加
速
す
る
中
、
新
た

に
任
用
す
る
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
う
の
か
。
ま
た
、
資
格
等

は
必
要
な
職
種
な
の
か
。

議
員
現
在
の
予
約
方
法
で

は
、
予
約
が
取
れ
る
か
ど
う

か
が
不
確
定
な
た
め
、
会
社

員
等
は
休
暇
の
予
定
を
立
て

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
の

や
り
方
は
見
直
す
べ
き
。

答
現
在
は
一
週
間
後
の
予

約
を
受
け
付
け
て
い
る
体
制

で
す
が
、
二
週
間
、
三
週
間

先
の
予
約
が
で
き
な
い
か
ど

う
か
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

答
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
当
市
で
は
民
間
団

体
が
実
施
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
認
定
試
験
の
合
格
者
等
を

任
用
す
る
予
定
で
す
。
主
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
学

習
時
の
授
業
計
画
の
作
成
支

援
や
環
境
整
備
な
ど
、
学
校

現
場
で
児
童
生
徒
や
教
員
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
 議員

新型コロナワクチン
予約方法

工
く
藤
どう
竹
たけ
雄
お
 議員

学習支援員・
学校 ICT支援員

平川市ワクチン予約コールセンター。電話での予約のほか、
ウェブでの予約も増えてきています。

支援員のサポートは子どもたちや教員の大きな助けに
なっています。

見直しを求めますどのように活用するのか
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一
般
質
問
一
般
質
問
の
全
文
は
平
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
平
川
市
議
会　
会
議
録
」と
検
索
す
る
か
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議
員
移
動
手
段
の
な
い
生

活
保
護
受
給
者
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
へ
の
交
通
費
の
支
給
は
。

答
国
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、

必
要
な
方
に
移
送
費
と
し
て

支
給
し
ま
す
。

議
員
生
活
保
護
申
請
後
の

扶
養
義
務
者
に
対
し
、
援
助

で
き
な
い
か
確
認
す
る
た
め

の
扶
養
照
会
の
判
断
基
準
が

今
年
改
正
と
な
っ
た
が
、
主

な
変
更
内
容
は
。

答
福
祉
事
務
所
で
は
、
明

ら
か
に
扶
養
が
期
待
で
き
な

い
と
判
断
さ
れ
る
扶
養
義
務

者
に
は
基
本
的
に
扶
養
照
会

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
回

そ
の
例
と
し
て
、
扶
養
義
務

者
に
縁
を
切
ら
れ
て
い
る
等

の
著
し
い
関
係
不
良
に
あ
る

場
合
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た

ほ
か
、
音
信
不
通
期
間
が
短

縮
さ
れ
る
等
、
今
の
時
代
や

実
態
に
沿
う
よ
う
見
直
し
さ

れ
ま
し
た
。

議
員
生
活
保
護
の
申
請
を

た
め
ら
っ
た
り
、
あ
き
ら
め

た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

窓
口
に
設
置
し
て
い
る
生
活

保
護
の
し
お
り
を
改
善
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
今
回
議
員
の
御
指
摘
を

受
け
、
憲
法
第
25
条
（
生
存

権
）
に
あ
る
文
言
を
し
お
り

に
入
れ
ま
し
た
。
今
後
、
他

福
祉
事
務
所
の
し
お
り
を
参

考
に
、
改
善
し
て
ま
い
り
ま

す
。

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
 議員

議
員
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
※
１

に
つ
い
て
は
、
国
が
喫
緊
の

支
援
が
必
要
と
判
断
し
、
そ

の
早
期
救
済
に
取
り
組
み
始

め
た
と
こ
ろ
だ
が
、
未
だ
に

認
知
度
は
低
い
状
況
で
あ
る
。

当
市
で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
認
知
度
向
上
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
く
の
か
。

答
広
報
誌
や
学
校
だ
よ
り

等
で
市
民
や
家
庭
へ
の
周
知

を
図
る
ほ
か
、
市
職
員
・
教

職
員
や
関
係
機
関
に
向
け
た

研
修
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
を
把
握
し
適
切
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

Ｓ
Ｓ
Ｗ
※
２
が
重
要
な
役
割

を
担
う
と
考
え
る
が
、
増
員

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
、
県
教
育
委

員
会
か
ら
学
校
の
規
模
等
に

応
じ
て
市
内
小
中
学
校
に
定

期
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
定
期

派
遣
さ
れ
て
い
な
い
学
校
に

つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て

緊
急
派
遣
で
き
る
体
制
が
取

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
の
増
員
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

議
員
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

支
援
に
当
た
っ
て
は
、
問
題

が
表
面
化
し
に
く
い
と
い
う

背
景
も
あ
る
た
め
、
短
時
間

で
も
各
校
に
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
配
置

す
る
よ
う
県
に
要
望
し
て
ほ

し
い
。

工
く
藤
どう
貴
たか
弘
ひろ
 議員

生活保護行政 ヤングケアラー支援

ことば
※１　ヤングケアラー
　　　�家事やきょうだいの世話、家族の介護など、

大人が担うようなケアを引き受けている18歳
未満の子どものこと。

※２　ＳＳＷ
　　　�スクールソーシャルワーカー。児童・生徒の学校や日常生活

における悩みを、関係機関への働きかけなどの福祉的な観点
から解決する専門職。令和３年度は、平川市の小中学校全
13校のうち５校に定期派遣されている。

生活保護の窓口では「生活保護のしおり」を配布して説明
を行っています。

平川市議会
会議録

スクールソーシャル
ワーカーの増員を

生活保護は国民の権利
です

国の調査では、中学２年生の約17人に１人、全日制高校２年生の
24人に１人が「世話をしている家族がいる」と回答しています。

  家族の中にあなたがお世話をしている人はいますか。

 N=5,558 N=7,407

いるいるいるいる

5.7%5.7%5.7%5.7%

いない

93.7%

無回答

0.6%

全日制高校２年生

いるいるいるいる

4.1%4.1%4.1%4.1%

いない

95.0%

無回答

0.9%

中学２年生
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次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
／
議
長
選
挙

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
／
介
護
保
険
制
度

議
長
選
挙

議
員
国
道
１
０
２
号
周
辺

は
木
の
枝
が
伸
び
展
望
が
悪

く
、
倒
木
の
可
能
性
が
あ
る

木
も
あ
る
。
近
隣
市
や
県
に

も
は
た
ら
き
か
け
、
整
備
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
道
路
管
理
者
で
あ
る
県

が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
異

常
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
へ
通
報
が
あ
っ
た
場
合
も
、

県
と
連
絡
を
取
り
迅
速
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル

議
員
新
本
庁
舎
開
庁
時
に

実
施
す
る
「
書
か
な
い
窓
口
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
市
民
の
方
が
来
庁
さ
れ

た
場
合
、
窓
口
担
当
職
員
が
、

聞
き
取
り
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
の
ス
キ
ャ
ン
を
行

う
こ
と
で
個
人
情
報
を
取
り

込
み
、
申
請
書
の
作
成
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。
市
民
の

方
に
は
申
請
内
容
を
確
認
し

た
上
で
、
署
名
の
み
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
出
生

（
仮
称
）※
３
の
建
設
に
対
す

る
市
の
要
望
活
動
は
。　

答
近
隣
５
市
町
村
で
構
成

す
る
津
軽
南
市
町
村
連
絡
協

議
会
に
お
い
て
、
県
に
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

と
し
て
も
、
十
和
田
湖
と
津

軽
一
円
へ
の
観
光
ル
ー
ト
の

充
実
や
、
南
部
地
域
へ
の
大

動
脈
の
形
成
等
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
早
期
建
設
を

強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

や
死
亡
、
婚
姻
な
ど
戸
籍
に

関
す
る
届
け
出
に
つ
い
て
は
、

証
明
欄
等
が
あ
る
た
め
、
今

ま
で
ど
お
り
記
入
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
員
市
役
所
の
窓
口
業
務

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
将

来
像
を
描
い
て
い
る
か
。

答
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
業
務

の
自
動
化
や
、
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
業
務
支
援
な
ど
、
ミ
ス

の
な
い
安
定
し
た
事
務
の
遂

議
員
今
後
の
建
設
の
見
通

し
は
。

答
平
成
７
年
度
か
ら
環
境

調
査
等
の
基
礎
調
査
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
国
立

公
園
に
位
置
し
て
い
る
等
に

よ
り
課
題
が
多
く
、
現
時
点

で
工
事
に
着
手
す
る
と
い
う

回
答
は
得
ら
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。

議
員
豪
雪
地
帯
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
に
も
、
ト
ン
ネ
ル

の
早
期
建
設
を
望
む
。

行
を
目
指
し
ま
す
。
一
方
で
、

相
談
や
審
査
な
ど
職
員
が
直

接
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
業
務
に
つ
い
て
は
、
限
ら

れ
た
職
員
数
で
あ
っ
て
も
、

市
民
と
向
き
合
え
る
体
制
を

つ
く
り
ま
す
。

議
員
今
後
も
人
口
が
減
っ

て
い
く
中
に
お
い
て
、
窓
口

業
務
の
改
革
に
よ
る
作
業
効

率
の
向
上
、
そ
し
て
人
件
費

の
削
減
を
推
し
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
。

齋
さい
藤
とう
　剛

たけし
 議員

国道102号周辺整備

長
おさ
内
ない
秀
ひで
樹
き
 議員

窓口業務の改革

ことば
※３　西十和田トンネル（仮称）
　　　�温川地区から秋田県小坂町滝ノ沢地区までの区間が

冬季間豪雪により国道を閉鎖されていることから、
長年建設を要望しているトンネル。�

令和２年12月に秋田県庁で行われたトンネルの早期着工
を求める要望活動の様子。

市民に負担をかけない窓口を目指します。

トンネルの早期建設を市民本位の窓口を

5



一
般
質
問
本
会
議
は
中
継
の
ほ
か
録
画
配
信
を
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
視
聴
で
き
ま
す
。

議
員
肺
炎
は
65
歳
以
上
の

方
の
死
亡
原
因
の
男
性
３
位
、

女
性
４
位
と
な
っ
て
お
り
、

高
齢
者
に
と
っ
て
は
深
刻
な

病
で
あ
る
。
肺
炎
を
引
き
起

こ
す
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
る

肺
炎
球
菌
は
、
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
よ
り
予
防
で
き
る
た

め
、
接
種
率
を
上
げ
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
、
現
在

の
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、

65
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
５

歳
刻
み
の
年
齢
に
な
る
方
を

対
象
に
、
初
め
て
の
接
種
に

限
り
５
千
円
を
上
限
に
助
成

し
て
お
り
、
接
種
率
は
過
去

３
年
平
均
で
約
30
％
で
す
。

議
員
初
め
て
の
接
種
だ
け

で
な
く
、
２
回
目
以
降
の
接

種
費
用
も
助
成
す
る
考
え
は
。

答
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

効
果
の
持
続
期
間
や
再
接
種

の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
現

在
も
国
で
検
討
中
で
あ
る
こ

と
も
踏
ま
え
、
市
と
し
て
は

定
期
接
種
と
し
て
の
１
回
目

の
接
種
を
勧
奨
し
ま
す
。

議
員
高
齢
者
の
肺
炎
を
予

防
す
る
こ
と
は
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
、
ひ
い
て
は
人
口
減

少
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
。
高
齢
者
が
健
康
で

長
生
き
す
る
た
め
に
も
、
さ

ら
な
る
市
の
支
援
を
望
む
。

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
 議員

肺炎球菌ワクチン
予防接種

議
員
本
市
の
介
護
保
険
料

の
基
準
月
額
※
１
は
、
第
７

期
の
６
５
０
０
円
に
対
し
、

第
８
期
は
６
８
０
０
円
に
値

上
げ
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由

は
。

答
国
の
運
営
す
る
シ
ス
テ

ム
で
高
齢
者
数
、
介
護
認
定

者
数
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
受

給
率
な
ど
か
ら
推
計
し
た
と

こ
ろ
、
令
和
３
年
度
以
降
も

給
付
費
の
増
加
傾
向
が
続
く

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
特

に
、
市
内
外
の
介
護
療
養
型

医
療
施
設
の
介
護
医
療
院
へ

の
転
換
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
利
用
者
の
増
加
が
大
き
な

要
因
で
す
。
ま
た
、
第
９
期

も
同
様
に
給
付
費
は
増
加
を

続
け
る
推
計
と
な
っ
て
お
り
、

急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い

よ
う
基
金
を
活
用
し
、
第
８

期
の
介
護
保
険
料
を
月
額

３
０
０
円
の
増
と
し
ま
し
た
。

議
員
市
の
介
護
保
険
特
別

会
計
を
見
る
と
、
予
算
の
ほ

と
ん
ど
が
施
設
介
護
へ
充
て

ら
れ
て
い
る
。
在
宅
介
護
へ

の
支
援
を
充
実
す
る
考
え
は
。

答
市
で
は
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
介
護
予
防
教
室
な

ど
に
加
え
、
新
た
に
運
動
等

を
中
心
と
す
る
通
所
型
サ
ー

ビ
ス
、
認
知
症
賠
償
責
任
補

償
事
業
な
ど
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ

る
よ
う
な
事
業
の
新
設
と
充

実
を
目
指
し
ま
す
。

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
 議員

介護保険制度

ことば
※１　基準月額
　　　�65歳以上の人が納める介護保険料月額の区分の１つ。基準月額は３年

ごとに改定され、令和３年度から令和５年度までが第８期となる。

市から対象者へ送付している案内文書。お知らせや予診票
などが同封されています。

より踏み込んだ支援を
求めます

転倒予防を目的とした足腰の筋力アップのための体操教室の
様子。日程や場所などは広報ひらかわに掲載されています。

平川市議会
ユーチューブ
チャンネル

さらなる市の努力を求めます

ひらかわ市議会だより 第63号 6



令和３年７月29日、福士　稔議長（令和元年８月１日就任）から、
目の病気のため議長職を辞したい旨の辞職願が提出され、８月２日
の臨時会において辞職が許可されました。
それに伴い、同日に議員全員による議長選挙が開催されました。

　
こ
の
度
、
議
員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
ま
し
て

議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　「
住
ん
で
み
た
い
。
住
ん
で
よ
か
っ
た
。
住

み
続
け
た
い
。」
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

公
正
公
平
を
旨
と
し
て
、
円
滑
で
活
発
な
議
会

運
営
を
目
指
し
、
平
川
市
の
発
展
・
市
民
の
幸

せ
の
た
め
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
支
援
、
そ

し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

桑田公憲議員……13票　
工藤竹雄議員…… 2票
齋藤律子議員…… 1票
  （法定得票数　4票）

選挙
結果

　選挙の結果、桑田公憲議員が新議長に当選さ
れました。

　議長選挙に先立って、希望した議員による所
信表明会が開かれ、申出順に２名の議員が演説
を行いました。

　昨今の新型コロナウ
イルス感染症の影響は
甚大ですが、この難局
を乗り切るための中心
の力となって頑張って
いく所存です。また、
早急に議会基本条例を
制定し議会改革をはかりたいと思います。安心
して子育てのできる地域づくり、農家が元気で
農業ができる強い農業経営体の育成、災害に強
いまちづくりなどのため、公正公平な議会運営
をしてまいります。

　平成28年、桑田議員
が委員長を務めた平川
市議会庁舎建設委員会
で、敷地内段差の解消
等が決定されましたが、
実現せず、利便性や財
政面において市民に不

利益を与えています。当時の桑田委員長の責務
を問いたいものです。我々議員は党や会派に関
係なく、是々非々に市民の信託に応えるべきで
す。私は議会活動のルールを尊重し、地域住民
と地域社会のため、緊張感と責任感を持って議
長の職務を遂行する覚悟です。

議長選挙次
の
ペ
ー
ジ
は

審
議
議
案
と
そ
の
結
果

令
和
３
年
６
月
定
例
会・８
月
臨
時
会
審
議
議
案
結
果

表
彰
受
賞　
他

任期満了に伴い、各委員会の構成が決定しました。�
� ◎委員長　○副委員長

総務企画常任委員会 建設経済常任委員会 教育民生常任委員会 議会運営委員会

◎工藤貴弘　〇葛西勇人
　福士　稔　　長内秀樹
　大澤敏彦　　齋藤　剛

◎石田隆芳　〇工藤秀一
　山田忠利　　桑田公憲
　工藤竹雄

◎原田　淳　〇佐藤　保
　山谷洋朗　　中畑一二美
　齋藤律子

◎山田忠利　○山谷洋朗
　石田隆芳　　工藤貴弘
　福士　稔　　原田　淳

平川市議会委員会構成決定

新 議 長 決 定 所 信 表 明 会

１．桑
くわ

田
た

 公
きみ

憲
のり

 議員

２．工
く

藤
どう

 竹
たけ

雄
お

 議員

当選
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議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です。12月15日

令和３年６月定例会・８月臨時会
審議議案とその結果（抜粋）

請願・陳情は平日の
午後５時までにご提出願います。

令和３年 第４回定例会は
12月3日からの予定
開会は10時です。

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　山　谷　洋　朗
副委員長　工　藤　秀　一
委　　員　石　田　隆　芳
　　　　　工　藤　貴　弘
　　　　　山　田　忠　利
　　　　　原　田　　　淳

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-44-1111
提出方法はこちらから▶

傍聴自粛のお願い
新型コロナ感染拡大防止のため
傍聴は控え、インターネット中継
等をご利用くださるよ
うお願いします。
議会中継はこちらから▶

上程された議案・概要 結 果
６月定例会
条例の廃止
平川市平賀農業振興施設条例を廃止する条例案 可決
条例の一部改正
平川市個人情報保護条例の一部を改正する条例案 可決
平川市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例案 可決
令和３年度補正予算
一般会計（２件） 可決
広船財産区一般会計 可決
その他
平川市教育委員会委員の任命について 同意
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約
の変更について 可決

青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村職員退職手当
組合規約の変更について 可決

財産の取得について 可決
市有財産の無償譲渡及び処分について 可決
工事の請負契約について（２件） 可決
８月臨時会
条例の一部改正
平川市手数料条例の一部を改正する条例案 可決
令和３年度補正予算
一般会計 可決

齋藤　律子 議員（議員歴通算20年以上）

編集後記

福士　稔前議長 桑田公憲議長

平川市議会会議録

　８月２日の臨時会で、各常任委員会の委員の任期
満了に伴い、新たな委員の選出が行われ、各常任委
員会の構成が決定いたしました。�
　広報特別委員会においても新たに選任された委員
によって２年間の任期を務めることとなりました。�
　広報特別委員会は、平川市議会の活動内容を市民
に報告することを目的に設置された委員会であり
ます。このことを肝に銘じ、今後も、市民の皆様に
とって、分かりやすく読みやすい議会広報づくりを
目指し、委員一同一丸となって努めてまいりますの
で何卒よろしくお願いいたします。� （山谷洋朗）

全国市議会
議長会

永年表彰

６月定例会初日、全国市議会議長会から
現職議員１名に授与された表彰状の伝達
が行われました。合併以前の旧町村議員
時代も含め、市政の振興に努めた功績に
対しての表彰です。 各議案の詳細はこちら

発
行
／
平
川
市
議
会
　
編
集
／
平
川
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
036-0104　

青
森
県
平
川
市
柏
木
町
藤
山
25番

地
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こ
の
印
刷
物
は
10,700部

作
成
し
、
印
刷
経
費
は

1部
あ
た
り
約
16.6円

で
す
。
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